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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ベランダやバルコニー、屋上等の床面にユニット式の床化粧材を敷きつめて床を構成する
床化粧材の敷設構造であって、複数本の脚が裏面側に設けられ、かつその脚と脚との間に
差込用の孔を有する連結板が少なくとも１箇所に設けられた床化粧材が、敷設する床の少
なくとも一部分に配置され、それら床化粧材の所定数が、その各連結板に差し込まれた長
尺棒状物によって連結され、かつ長尺棒状物が床を敷設する付近に位置する構造物に接続
部材を介して接続されているとともに、長尺棒状物の一端が階段状に折り曲げられており
、その階段状の折曲部が床化粧材の脚と脚との間に配置されていることを特徴とする床化
粧材の敷設構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、バルコニーやベランダ、あるいはテラス等の床上に敷設する床化粧材の敷設構
造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
バルコニーやベランダ等に対する床材（デッキ材）の敷設構造としては、従来、例えば実
公昭５６－５１５６３号等に見られるように、係止溝を備えた固定基板を根太上に複数個
ねじ止めするとともに、バルコニー等の寸法に合わせて切断された長尺のデッキ材の裏面



(2) JP 4087980 B2 2008.5.21

10

20

30

40

50

側の突条を各固定基板の係止溝に圧入嵌合するなどの構造が採られていた。
【０００３】
これに対し、近年、コンクリート等によって構成されたバルコニーやベランダの床面を覆
う床材として、硬質合成樹脂を矩形状に成形した部材で、裏面側に被敷設面との間に排水
空間を形成するための複数本の脚が一体形成されてなる床材本体（樹脂マット）の上面に
、木質またはタイル等の表面材を係止固定または接着固定した構造のユニット式床化粧材
、あるいは樹脂製床材本体と樹脂表面材とが一体成形された構造のユニット式床化粧材が
実用化されている。
【０００４】
このようなユニット式床化粧材は、バルコニーやベランダ等の屋外に敷設した場合、床化
粧材の下面側に風が吹き込んだときに床化粧材の全体が捲れ上がることがあり、これを解
消するものとして、例えば特開平７－１０１９１号公報には、タイルユニット（床化粧材
）を敷設して床を構成する際に、その床の周囲の少なくとも一部に、透水性開口を有する
樹脂製フロアマットを敷設して風の影響を軽減する、タイルユニットの敷設構造が提案さ
れている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上記した特開平７－１０１９１号公報に記載の敷設構造は、立ち上がり壁で囲
われたバルコニー等の床面に、表面材がタイル等の比較的重たい床化粧材を敷設する場合
には、ある程度の効果は期待できるが、図１０に示すような手すり付きのバルコニーＶに
、表面材が樹脂製の軽量の床化粧材Ｆを敷設した場合、バルコニー端部の手すりＨを通り
抜けた風が、床化粧材Ｆの下面側に入り込んで床化粧材の全体が捲れ上がり吹き飛んでし
まう虞れがある。
【０００６】
また、このような問題は、風速５０ｍ／ｓ級以上の台風あるいは瞬間風速が大きな突風が
吹いた場合や、低いパラペットのついた屋上あるいは屋上等の広い面積の下地上に床化粧
材を部分的に敷設する場合にも起こる可能性がある。
【０００７】
本発明はそのような実情に鑑みてなされたもので、床化粧材をバルコニーやベランダ等に
敷設した際に、風による捲れ上がりを防ぐことが可能な床化粧材の敷設構造の提供を目的
とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の敷設構造は、ベランダやバルコニー、屋上等の床面
にユニット式床化粧材を敷きつめて床を構成する床化粧材の敷設構造であって、複数本の
脚が裏面側に設けられ、かつその脚と脚との間に差込用の孔を有する連結板が少なくとも
１箇所に設けられた床化粧材が、敷設する床の少なくとも一部分に配置され、それら床化
粧材の所定数が、その各連結板に差し込まれた長尺棒状物によって連結され、かつ、長尺
棒状物が床を敷設する付近に位置する構造物に接続部材を介して接続されているとともに
、長尺棒状物の一端が階段状に折り曲げられており、その階段状の折曲部が床化粧材の脚
と脚との間に配置されていることによって特徴づけられる。
【０００９】
このように、床の端の部分などに配置する床化粧材を長尺棒状物によって連結して一体化
し、さらにその長尺棒状物を手すりの支柱等に固定することによって、バルコニー端部の
手すりを通り抜けた風などが床化粧材の下面に入り込んで、床化粧材が端部から捲れ上が
ろう（飛散しよう）としても、床化粧材のユニット同士の連結が外れて飛散することがな
くなる。
【００１０】
しかも、長尺棒状物の一端に階段状の折曲部を形成したものを使用し、その長尺棒状物の
折曲部を床化粧材の脚と脚との間に配置しているので、長尺棒状物の軸方向の位置が床化
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粧材に対して固定され、これにより、床化粧材の熱伸縮や風による影響で、長尺棒状物が
床化粧材から外れることを防止できる。
【００１１】
ここで、この種の床化粧材においては、一般に、ユニット間を雄・雌連結部の嵌合で連結
し、この雄・雌嵌合部に熱伸縮を吸収するためのスライド機構をもたせており、このよう
な床化粧材を長尺棒状物で連結すると、雄・雌嵌合部でのスライド効果が損なわれること
が考えられるが、本発明の敷設構造では、長尺棒状物を連結板の孔に単に差し込んでいる
だけであるので、そのような不具合が発生することはない。
【００１２】
また、連結板を設けた床化粧材を、金属製の単なる長尺棒状物（階段状の屈曲部等がない
ストレート棒状物）で連結する場合、床化粧材と長尺棒状物との線膨張率が異なるため、
床化粧材が熱収縮すると、互いに隣り合う長尺棒状物の端と端とがぶつかって、床化粧材
の敷設面が持ち上がる可能性があり、また床化粧材が熱伸長すると、長尺棒状物が連結板
から外れる可能性（飛散の危険性）があるが、本発明では、長尺棒状物の一端部を階段状
に折り曲げ加工しているので、図６に例示するように、長尺棒状物（ステンレスパイプ６
）のストレート部６ｂの端部を、隣合う長尺棒状物の折曲部６ａに隙間を開けた状態で配
置することが可能であり、その隙間部分において、床化粧材Ｆ1 と長尺棒状物との熱伸縮
量の差（線膨張率の差）を吸収することができる結果、上記したような敷設面の持ち上が
り・飛散の危険性を回避することができる。
【００１３】
なお、本発明の敷設構造に用いる長尺棒状物の材質は、特に限定されず、例えば、鉄、ス
テンレス、アルミニウム、樹脂等を挙げることができる。これらのうち、防食の面を考慮
するとステンレスが好ましい。また、長尺棒状物の断面形状は中実あるいは中空の断面円
形状が好ましい。
【００１４】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態を、以下、図面に基づいて説明する。
【００１５】
まず、本発明の実施の形態に用いる２種類の床化粧材Ｆ、Ｆ1 及びステンレスパイプ（長
尺棒状物）６を説明する。
【００１６】
２種類の床化粧材のうち、一方の床化粧材Ｆは、一般に用いられるタイプのもので、図１
及び図２に示すように、硬質合成樹脂を正方形状（３０ｃｍ角）に成形した床材本体１１
と、この上面に一体形成された正方形の樹脂製表面材（略１０ｃｍ角）１２・・１２によ
って構成されており、その床材本体１１の裏面側に、被敷設面との間に排水空間を形成す
るための脚１１ａ・・１１ａが一体形成されている。
【００１７】
床材本体１１には、表面材１２と１２との間の目地部分に、床化粧材の上面にたまる雨水
等を裏面側に排水するための複数の排水孔１１ｂ・・１１ｂが設けられている。また、床
材本体１１には、互いに隣合う２辺の端縁部にそれぞれ連結孔１３ａを有する複数個の雌
連結部１３・・１３が一定のピッチで設けられている。その各対辺側には雄連結部１４・
・１４がそれぞれ雌連結部１３・・１３に対応する位置関係で設けられており、これら雄
・雌連結部を利用して複数のユニット（床化粧材）を相互に連結することができる。
【００１８】
他方の床化粧材（簀の子状連結板付き）Ｆ1 は、図３（Ａ）及び（Ｂ）に示すように、硬
質合成樹脂を簀の子状に成形した正方形状（３０ｃｍ角）の床材本体１と、その裏面側に
一体形成された複数本の脚１ａ・・１ａによって構成されている。
【００１９】
床材本体１には、互いに隣合う２辺の端縁部にそれぞれ連結孔３ａを有する複数個の雌連
結部３・・３が一定のピッチで設けられている。その各対辺側には雄連結部４・・４が、
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それぞれ雌連結部３・・３に対応する位置関係で設けられており、これら雄・雌連結部を
利用して複数のユニット（床化粧材）を相互に連結することができる。なお、この床化粧
材Ｆ1 の雌連結部３及び雄連結部４は、先の床化粧材Ｆの雌連結部１３及び雄連結部１４
と同じ形状寸法・配置となっており、床化粧材Ｆ1 と床化粧材Ｆとの連結も可能である。
【００２０】
また、床材本体１の裏面側で各辺の端縁部（各２箇所）には、それぞれ連結板５が一体成
形されている。この連結板５の中央部には、後述するステンレスパイプ６（図４）を通す
ための円形の孔５ａが形成されている。なお、連結板５の孔５ａの直径は、ステンレスパ
イプ６の直径に対して０．５ｍｍ～１．０ｍｍ程度の余裕のある寸法が好ましいが、ステ
ンレスパイプ６を差し込むことができるのであれば、その寸法は特に制限されない。また
、連結板５の厚みについても特に制限はないが、３ｍｍ程度が好ましい。
【００２１】
ステンレスパイプ６はφ６ｍｍのパイプで、図４に示すように、１端部が階段状に折り曲
げられている。その折曲部６ａは、図６に示すように、床化粧材Ｆ1 の脚１ａと脚１ａと
の間に配置することができ、また床化粧材Ｆ1 の連結板５の孔５ａにステンレスパイプ６
のストレート部６ｂの先端部を差し込んだ状態で、そのストレート部６ｂと直行する方向
に位置する連結板５の孔５ａに、折曲部６ａの先端を差し込むことができる。
【００２２】
なお、本実施の形態に用いる２種類の床化粧材Ｆ、Ｆ1 は、それぞれ雌連結部３、１３の
連結孔３ａ、１３ａが長孔となっており、敷設状態での床化粧材Ｆ、Ｆ1 の熱伸縮を、雄
・雌連結部において吸収できる構造となっている。
【００２３】
次に、以上の床化粧材Ｆ、Ｆ1 を用いた敷設構造を、以下、図５～図７を参照しつつ説明
する。
【００２４】
まず、図１及び図２に示す床化粧材（一般タイプ）Ｆと、図３に示す床化粧材（簀の子状
連結板付き）Ｆ1 とをそれぞれ所要数ずつ用意し、その一般タイプの床化粧材Ｆを、バル
コニー等の下地床面上に配列して、互いに隣合う床化粧材同士を相互に連結する。なお、
このような床化粧材Ｆの敷設において、各床化粧材Ｆ・・Ｆの配置は、全ての床化粧材Ｆ
の連結を終えた状態で、その外周縁に雄連結部（図示せず）が沿うような配置とする。
【００２５】
次に、床化粧材Ｆ・・Ｆを配置した周囲に、簀の子状連結板付きの床化粧材Ｆ1 ・・Ｆ1 
を敷設する。
【００２６】
その床化粧材Ｆ1 の敷設は、図５に示すような敷設構造を想定して、複数本のステンレス
パイプ（最大で長さ１．８ｍ程度のもの）６・・６を用意し、その各ステンレスパイプ６
の長さに対応する個数（最大で６ユニット程度）ごとに床化粧材Ｆ1 ・・Ｆ1 を連結し、
それら床化粧材Ｆ1 ・・Ｆ1 を裏返しにした状態で、図６に示すように、連結板５の孔５
ａにステンレスパイプ６を通して、床化粧材Ｆ1 ・・Ｆ1 を一体化するとともに、ステン
レスパイプ６の階段状の折曲部６ａを床化粧材Ｆ1 の脚１ａと脚１ａとの間に配置し、さ
らにステンレスパイプ６の折曲部６ａの先端を、床化粧材Ｆ1 の連結板５（ステンレスパ
イプ６を通す方向と直行する方向に位置する連結板５）の孔５ａに差し込んだ後、そのス
テンレスパイプ６にワイヤーＷの一端を止めておく（図７参照）。次いで、ステンレスパ
イプ６によって一体化した床化粧材Ｆ1 ・・Ｆ1 を、それぞれ、先に敷設した床化粧材Ｆ
・・Ｆの周囲に雄連結部４が外側となるように配置し、各床化粧材Ｆ1 の雌連結部３を、
その内方の床化粧材Ｆの雄連結部（図示せず）に嵌め込んで連結するとともに、各ステン
レスパイプ６の端に位置する床化粧材Ｆ1 で互いに横に並ぶもの同士を連結する、という
手順で行う。
【００２７】
そして、以上の床化粧材Ｆ1 ・・Ｆ1 の敷設が完了した後、図５に示すように、各ステン
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レスパイプ６に一端部を止めたワイヤーＷの他端部を、バルコニーの手すり支柱Ｐに止め
ることによって、各ステンレスパイプ６を支柱Ｐに固定して床化粧材の全体の捲れ上がり
を防止する。
【００２８】
なお、以上の施工手順では、所定数の床化粧材Ｆ1 を連結した後に、その各床化粧材Ｆ1 
の連結板５の孔５ａに、ステンレスパイプ６を差し込んでいるが、所定数の床化粧材Ｆ1 
の１枚ずつにステンレスパイプ６を差し込んだ後に、それら床化粧材Ｆ1 を相互に連結す
るという手順を採ってもよい。
【００２９】
以上の床化粧材の敷設構造において、ステンレスパイプ６・支柱ＰへのワイヤーＷの止め
方としては、ワイヤーＷをステンレスパイプ６・支柱Ｐに単に括り付けるという方法、あ
るいは、かしめ具などを用いて、ワイヤーＷの両端をそれぞれステンレスパイプ６と手す
りの支柱Ｐに止めるという方法などを挙げることができる。
【００３０】
以上の実施の形態では、構築する床の端の部分に、簀の子状連結板付きの床化粧材Ｆ1 を
配置しているが、本発明はこれに限られることなく、図８に例示するように、床化粧材Ｆ
1 を床の端から数えて２列目まで配置して、それらをステンレスパイプ等の長尺棒状物で
一体化して固定するようにしてもよい。
【００３１】
以上の実施の形態では、連結板のない床化粧材Ｆ・・Ｆを敷設し、その周囲に簀の子状連
結板付き床化粧材Ｆ1 ・・Ｆ1 を配置するという形態を採っているが、本発明はこれに限
られることなく、バルコニー等の下地床面に敷きつめる床化粧材の全てを、簀の子状連結
板付き床化粧材Ｆ1 ・・Ｆ1 として床を構築してもよいし、また、図１及び図２に示す床
化粧材Ｆ（表面材有）に、図３に示すような連結板５を設けておき、この連結板付きの床
化粧材（表面材有）を、構築する床の少なくとも端の部分に敷設するという形態を採って
もよい。
【００３２】
ここで、本発明の敷設構造において、図３に示したような簀の子状の床化粧材Ｆ1 を用い
る場合、その床化粧材Ｆ1 を目的とする形状に切断することが可能であるので、図９に示
すように、バルコニー周囲の壁と床化粧材Ｆとの間に簀の子状の床化粧材Ｆ1 を納め込む
ことができ、意匠性及び耐風圧などに優れた床を構築することが可能となる。なお、この
場合、ステンレスパイプ６をバルコニー周囲の壁（構造物）にワイヤーＷを介して固定し
ておく。
【００３３】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、バルコニー等を構築する床の少なくとも一部分（
例えば床の端の部分）に配置する床化粧材の裏面側の脚と脚との間に連結板を介してステ
ンレスパイプ等の長尺棒状物を通して、それら床化粧材を連結するとともに、その長尺棒
状物を手すり支柱等の構造物にワイヤーを介して固定するので、床化粧材の下面側に風が
入り込んでも、床化粧材が捲れ上がることを防止でき、安全な敷設状態を実現できる。こ
れにより、風の影響を受けやすい場所で、例えば格子手すり等、風の浸入の恐れのある手
すりが装着されたバルコニー、戸建住宅の屋上階、マンションの構想階、ビルの屋上、あ
るいは屋外テニスコートや屋外プールサイド等への床化粧材の敷設が可能になるなど、床
化粧材の敷設場所の範囲が拡大される。また、床化粧材を床面に接着等の方法で固定する
必要がなくなるで、乾式で敷設を行うことができ、誰でも容易に施工することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に用いる床化粧材（一般タイプ）の平面図である。
【図２】同じく床化粧材（一般タイプ）の裏面図である。
【図３】本発明の実施の形態に用いる床化粧材（簀の子状連結板付き）の側面図（Ａ）及
び裏面図（Ｂ）である。
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【図４】本発明の実施の形態に用いるステンレスパイプ（長尺棒状物）の構造を示す図で
ある。
【図５】本発明の敷設構造の実施の形態を模式的に示す図である。
【図６】同じく実施の形態を模式的に示す図である。
【図７】同じく実施の形態を模式的に示す図である。
【図８】本発明の敷設構造の他の実施の形態を模式的に示す図である。
【図９】本発明の敷設構造の別の実施の形態を模式的に示す図である。
【図１０】床化粧材をバルコニーに敷設した際の問題点を説明する図である。
【符号の説明】
Ｆ　床化粧材（一般タイプ）
Ｆ1 床化粧材（簀の子状連結板付き）
１，１１　床材本体
１ａ、１１ａ　脚
１１ｂ　排水孔
１２　表面材
３，１３　雌連結部
３ａ，１３ａ　連結孔
４，１４　雄連結部
５　連結板
５ａ　孔
６　ステンレスパイプ
６ａ　階段状の折曲部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】

【図１０】
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